
＜ヤシの木学級＞生活単元学習「生命・自然」 

① 授業改善に向けた取組 

週１回、校外歩行を実施し、公共施設の利用の仕方や身近な自然の学習をしている。 

 身近な自然については、小笠原水産センターや小笠原海洋センターを利用し、本学級

児童の課題である、「身近な生命や自然の特徴や変化が分かり、それを表現すること」の

指導にあたっている。 

小笠原水産センターでのアカハタ(通称：アカバ)の⻭磨き体験や、小笠原海洋センター

のアオミガメ等への餌やり体験などを通して、生き物に対する扱いや愛護心を学習した。 

② 教科等横断的な視点による組織的な取組 

 音楽科では、本校で行事等で歌い継がれている「アオウミガメの旅」を合唱した。ま

た。図画工作科では、海の生物を題材にした「オタクギョタク」でカニを制作している。

身近にいる生き物全般に関連付けた。 

③ 外部人材や地域資源等の活用 

○小笠原水産センター ○小笠原海洋センター  

＜実践の成果と課題＞ 

成果 課題 

従来の指導計画の中に無理なく位置づ 

けられるようになったため、徒歩圏内にあ

る諸施設を継続的に活用でき、生き物と存

分に触れ合うことができた。 

 また、生き物飼育等の体験したことと、

音楽科や図画工作科などの学習内容を関連

付けることができた。 

身近にいる生き物を大切に扱えるように

なることを目標に、指導者が変わっても継

続的に指導していけるように、指導計画の

見直しや改訂が必要である。 

また、チャボやグッピーだけではなく、

多種多様な生き物との触れ合えるようにす

ることが課題である。 

 



Ⅴ 地域での活動や通年での実践 

 ここでは郷土小笠原への理解を深める 

ために行っている通年の活動を紹介する。 

５月・12 月 

【地域清掃】 

自分たちの住んでいる地域をきれいにしようとする気持ちを養うことや、郷土を愛する気持ちを

育てることをねらいとした活動です。 

６月・９月 

【ノロ落とし】 

(⻘灯台周辺の護岸清掃) 

 隣接する小笠原中学校と連携して行う護岸 

清掃活動です。夏の時期はプールでの水泳とは 

別に、⻘灯台周辺を遠泳の授業場所として使⽤ 

しています。 

その他 

【地域行事への参加】 

子供相撲大会、神輿、ロードレース大会、周年式典、 

返還祭、その他地域行事への積極的な関わり。 

(教職員もスタッフとして運営に参加している。)  

通年 

【芝生整備】(月２回) 

【牛乳・ヨーグルトパックリサイクル】(毎日) 

→年間３万個以上の実績 

 



 

Ⅵ 環境教育研修会 

 

 

環境教育 

研修会Ⅰ 

⿇布⼤学の小玉敏也教授(環

境・生命科学部)に御指導をいた

だき、ESD の考え方を生かした

総合的な学習の時間の単元開発

について、講師と教職員での情

報交換・共有化を図った。 

また、学習指導要領改訂に伴

う ESD の方向性や概要、ユネス

コスクールの小笠原小学校に寄

せられる期待・役割などへの理

解を深めた。 

 

 

 

 

顔写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

■10 月 20 日(土)  島⺠向けの講演会  

 

『環境教育セミナー 〜小学校と連携して行なう環境養育とは〜』とい

う演題のもと、島内の環境教育に携わる方々をはじめとして、一般の

方々向けに小学校における 

環境教育の実践について講演会を 

実施した。 

＜テーマ＞ 

１．小学校での環境教育とは 

２．各地の環境教育の取組 

３．小笠原村の環境教育に寄せる期待 

■10 月 22 日(月)  校内研修 

 

 『ESD の考え方を生かした総合的学習の 

単元開発』と題した校内研修を実施した。 

＜テーマ＞ 

１．2030 年代の学校教育と SDGs 

２．ESD と総合的な学習の時間 

３．ESD の考え方を生かした総合的な学習の時間の単元開発 

４．ESD における総合的学習と学力形成 

 

校内研修後、教員からは SDGｓの 17 の 

目標への理解の深まりや、小玉教授の実践 

を知ることでの授業への意欲の高まりの声 

が聞かれた。 

 

 

ここでは小笠原小学校の実施している環境教育についてご理解していただくだめ実施した

島⺠向け研修会と、本校教職員のスキルアップをねらった校内研修を紹介する。 



Ⅵ 環境教育研修会 

 

ここでは本校教職員のスキルアップをねらった校内研修と、小笠原小学校の実施している

環境教育についてご理解していただくだめ実施した島民向け研修会を紹介する。 

 

環境教育 

研修会Ⅱ 

公益財団法人キープ協会の 

増田 直広 氏にご指導をいただ

き、小笠原小学校のビオトープ

や校庭を使った自然体験活動を

通して、小笠原小学校での環境

教育について、講師と教職員で

の情報交換・共有化を図った。 

また、自然体験活動の実践例

や自然体験活動と SDGｓ・ESD

との関連を紹介して頂き、世界

自然遺産小笠原での環境教育に

寄せられる期待・役割などへの

理解を深めた。 

 

 

 

 

増田氏顔写真 

 

 

 

 

増田氏 

 

■12月 18日(火)  校内研修 

 

小笠原小学校のビオトープや校庭を使った自然体験活動を通し

て、小笠原小学校での環境教育について、講師と教職員での情報

交換・共有化を図った。 

＜テーマ＞ 

１．校内でできる自然体験活動～葉っぱで遊ぼう～ 

２．アクティビティの作り方・プログラム開発 

３．自然体験活動における「ふりかえり」 

 

 

 

 

 

 

 

■12月 18日(火)  島民向けの講演会  

 

『環境教育セミナー ～自然体験の視点から～』という演題のも

と、島内の環境教育に携わる方々をはじめとして、一般の方々向

けに自然体験活動団体や企業等における環境の実践について講演

会を実施した。 

＜テーマ＞ 

１．自然体験活動の実践例(CSRとして) 

２．自然体験活動と SDGｓ・ESDの関連 

 



Ⅶ．成果と課題 

 

成
果 

①手だての３つ(授業改善に向けた取組・教科等横断的な視点による組織的な取組・外部 

人材や地域資源等の活用)に意図的・計画的に学校一丸となって取り組んだことで、地 

域との連携が更に深まった。専門性が高い地域や外部との連携が深まったことで、児童

の意欲の高まり、学習の質の高さが見られた。 

②単元指導計画を外部と情報共有し、ゴール設定を明確化した。また、これまでの指導計画 

を見直し、改善を図れたことで、活動の拡がりがもてた。 

③児童の実態アンケートからは、「他の人と協力して、持続可能な社会をつくっていきたい」

という思いの高まりが見られた。 

アンケート調査の概要 

＜実施時期＞ 第 1 回：平成 30 年２月・第２回：平成 30 年５月実施 

＜実施対象＞ ５年生・６年生 ※第２回は４年生も実施したが、第１回を実施ししていないため掲載はしていない。 

 

 

第１回(平成 30 年２月) 第２回(平成 30 年５月) 

現 5 年生児童 

 

 

 

 

 

 

 最上位層の数値の減少が見られたものの、上位層全体では数値が上昇した。(約 79％→約 88%) 

 また、下位層の数値の減少が見られた。(約 21％→約 12%)(最下位層は０％になった) 

現 6 年生児童 

  

 上位層の数値の上昇が見られた。特に最上位層の上昇が顕著であった。(約 38%→約 64%) 

 また、下位層の数値の減少も見られた。(最下位層の 0％は変わらず) 

課
題 

①評価方法・内容の改善。指導と評価を連動して授業が行えるよう、改善が必要である。 

数少ない研修の機会を活用して、授業力向上に全教職員で取り組んでいく。 

②指導計画の更なる改善。今回作成した指導計画をもとに、年度ごとに改善していき、異

動者の多い小笠原小学校スタイルを確立していく必要がある。外部の力を効果的に活用

する指導計画が全学年・全単元で必要と考える。今後は生活科や理科・社会科といった

世界自然遺産と関わりの深い教科・領域との連携を視野に入れていくことで、主体的・

対話的で深い学びができる授業づくりができるようにする。 

③実践資金・指導者の確保。小笠原小学校は単学級であり、異動がおおよそ３年ごとに行 

われる現状がある。地域人材を育成する良い実践に関しては、継続活動できるよう実践 

資金の確保や指導者の確保・引継ぎが必要と考える。 

 

Ⅷ 最後に 

 

 本校にとって生活科や総合的な学習の時間で学ぶ「世界自然遺産小笠原諸島父島」とは、郷土

小笠原への誇りと愛着を育むことそのものである。その郷土は世界自然遺産であり、日本に返還

されてから 50 年の節目を迎えた小笠原村、そして、豊かな自然の持続可能性を担う児童の育成に

は、大きな期待とともに重い責任がある。 

【質問】他の人と協力して、持続可能な社会をつくっていきたい。 


